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씗論 説>
韓国政治と2012年大統領選挙









































































































































































































































































































































































































































































全体 15.4 1.2 1.0 4.7 18.2 50.1 9.3
朴槿恵 26.5 1.6 1.1 6.2 17.3 42.6 4.7
支持候補















































































































































文在寅 朴槿恵 安哲秀 その他 分からない/なし
全体 10 36 28 7 19
19～29歳 13 22 44 2 19
30代 17 24 38 6 16
年齢
40代 11 31 32 9 17
50代 6 46 19 9 19
60歳以上 3 59 7 10 22
セヌリ党 0 77 9 4 9主要支持
政党別 民主統合党 26 5 46 11 12


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































民自党 民主党 金泳三 金大中
ソウル・京畿道 8.4 81.9 14.3 76.9
全羅道











































































































李会昌 金大中 李会昌 盧武 李明博 鄭東泳
ソウル 6.6 88.2 8.6 86.1 27.3 58.5
全羅道 京畿道 7.1 87.7 11.7 84.4 21.9 54.2
全羅道 ［ 3.2］ ［94.9］ ［ 6.8］ ［92.1］ ［ 7.9］ ［76.9］
ソウル 57.7 23.5 59.5 37.9 77.2 11.0
慶尚北道 京畿道 45.0 16.3 57.2 30.5 67.8 9.1
慶尚北道 ［71.2］ ［10.1］ ［76.9］ ［19.9］ ［66.7］ ［10.8］
ソウル 46.1 34.0 52.5 37.3 78.0 7.7
慶尚南道 京畿道 38.9 11.2 53.3 42.3 56.7 12.2















































































































































































































































20代 30代 40代 50代 60代以上
李会昌（ハンナラ党) 34.9 34.2 47.9 57.9 63.5
盧武 （民主党) 59.0 59.3 48.1 40.1 34.9
表６ 2007年大統領選挙における年齢別支持率 (単位％)
20代以下 30代 40代 50代以上
李明博（ハンナラ党) 39.8 38.6 46.9 60.0
鄭東泳（大統合民主新党) 24.9 27.7 22.9 23.4









































































































20代 30代 40代 50代 60代以上
羅卿 （ハンナラ党) 30.1 23.8 32.9 56.5 69.2







































































































































































































































































































































































20代 30代 40代 50代 60代以上
朴槿恵（セヌリ党) 33.7 33.1 44.1 62.5 72.3
文在寅（民主統合党) 65.8 66.5 55.6 37.4 27.5
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呼び起こし、政党支持の世代間格差を作り出した웏웑。もし安哲秀が政治の
舞台に現れなければ、若い世代の投票行動も随分変わったものになった
であろう。亀裂はこのように形成されるものであるならば、韓国社会の
今後の人口動態（少子高齢化の進行）によってセヌリ党が優勢になると
いうのは亀裂形成の政治的側面を軽視したものである。
おわりに
今後の韓国政治を展望するときに考慮すべきことは何であろうか。盧
武 政権の後半期から李明博政権までの間に起きたことは、盧武 政権
の与党ウリ党の没落と李明博から朴槿恵への保守政権の持続である。こ
の間の民意は「無能な進歩より、腐敗した保守のほうがましだ」という
言葉に示されるように経済パフォーマンスでの政治指導力の期待であ
る。経済政策で国民の期待に応えられなかったことがウリ党の没落を招
き、政権後半期における李明博政権への20代・30代の怒りを招いた。し
たがって朴槿恵政権の５年間もまた国民が期待する経済パフォーマンス
を示せるのかが鍵となる。
国民は新政府に最優先で取り組む課題として、経済成長と経済民主化
の二つをあげている。いずれかに取り組みの重心が傾いても不満が出て
こよう。それだけ結果を出すのは容易ではない。もし朴槿恵大統領が実
績をあげるのであれば、改革・進歩勢力は委縮するほかなく、20代・30
代の中にも支持が広がろう。その反対に、経済実績をあげることができ
ずに失敗した大統領となるのならば、中高年世代は支持を弱めることに
なり、今回再び保守勢力に向かった権力の振り子は改革・進歩勢力のほ
うに向かうことになろう。
웏웑 安哲秀の若い世代の動員能力の卓越性は、2011年10月のソウル市長選挙で十分
に発揮された。５％以下の候補者であった無所属の朴元淳は、安哲秀の候補辞退と
朴元淳支援によって支持率を一気に上げることができた。翌年の大統領選挙は、ま
さにその再来を文在寅陣営は願い、朴槿恵陣営は恐れたのである。
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いずれの場合でも、慶尚道と全羅道の地域主義の亀裂は、そのような
新しい支持層と結びつきながら支持連合を広げる可能性がある。支持拡
張が一時的なものに終わらず持続するのであれば、地域主義を主要な亀
裂としながらも政党支持の再編成を見ることになろう。ただし朴槿恵大
統領が失敗したときに、既存の全羅道に基盤をおく民主統合党が経済問
題への不満をもつ有権者を取り込むのではなく、そのような有権者の支
持を得て第三の政治勢力が登場することもあるかもしれない。その可能
性を垣間見せたのが、2011年からの安哲秀現象であり、また2010年４月
の京畿道城南市分唐乙の再補欠選挙での孫鶴圭（民主党）候補の当選で
あった웏웒。既成政党に不満をもち積極的に支持しない有権者が正常から
逸脱した現象を引き起こすにとどまるのか、それとも地域主義の政党で
はない新しい政治勢力を形成する原動力となるのか、後者の可能性は小
さいが留意しておくこともまた必要であろう。
＊本校は2012（平成24）年度の札幌学院大学の研究奨励金（SGU-S12-202007-09）
を得てなされた研究成果である。
웏웒 分唐は新興都市で裕福な中間層が多く住む地域であり、この選挙区はハンナラが
優勢な地区であった。2012年４月の国会議員選挙では再びセヌリ党が議席を奪回し
ている。
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